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本校は、２００９年に西日本第１号の国際バカロレア（ＩＢ）ＤＰ認定を受けた一条校で、生徒はグ
ローバル社会のリーダーを目指し、学内外で様々な活動に取り組みます。
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AICJ学園祭開催 テーマは“心・・・密（しんみつ）”

今年度の学園祭は、入場制限
を設けてなんとか開催にこぎ
つけました。様々な多くの学
校行事が中止となる中で、生
徒たちの思い出に残るような
イベントになったのではない
でしょうか。

今年はコロナ禍での学園祭となりました。開催できるのかという不安から始まり、準備にも十
分な時間が取れたとは言えない中、多くの方に楽しんで頂けて本当に嬉しく思います。クラス
展示や食販、有志など、様々な工夫が見られました。その過程や結果はまさに、学園祭スロー
ガンの「心密」そのものでした。例年とは違った学園祭でしたが全校生徒や先生方、保護者の
皆様、その他多くの方々の協力により無事開催できました。ありがとうございました！

《高校生徒会長 石井 優凪さんのコメント》

校内装飾の生徒たちが作った玄関前の看板 検温と手指消毒
をしての受付

野外に設営された舞台での様々なステージ発表

書道部によるパフォーマンス

高校生による食販

今年は、調理な
しで、全てパッ
ケージされたも
のを販売

校舎内での中学生による様々なアトラクション

茶道部によるお茶席 Jazz部による演奏
技術部作成の
ゲームの展示

表門学園祭ゲイト



卒業生とオンラインで繋がろう！ Meet the world 開催
これまで生徒の前で、直接お話をしてもらうことはありましたが、コロナ禍の中、今年は春から多くの卒業生
の皆さんにオンラインで登場してもらっています。卒業生の皆さん、忙しい中を後輩のためにありがとうござ
いました。

今回は、Google Meet(ビデオ会
議アプリ)を使用して、IBDPコー
スを今春に卒業した4人が、45
分間お話をしてくれました。参
加者も、自分の近い未来像を先
輩たちに重ねることができたよ
うです。

NY、バンクーバー、関東、関西、広島の大学に進学
した本校の卒業生8名と中学2年生をつないでオンラ
インセッションを行いました。卒業生の進学した学部
を元に、在校生は4分野に分かれ、教室へ移動しまし
た。事前に希望した2つの分野の話を聞き、その後質
疑応答の時間を設けました。世界中から参加してくれ
た卒業生から貴重なお話を聞くことができました。

November 2020 国際バカロレア（IB） Final Exam終了

11月Final Exam（世界共通テスト）が10月27日から3週間に渡る日程で始
まりました。今年度は、新型コロナウィルス感染拡大に伴い、5月Final 
Examが中止となり、本校のIB生が受験する11月も、一時は実施が危ぶまれ
ていましたが、無事全試験日程を終了することができました。長期間に渡り、
プレッシャーと戦ってきたIB12の受験生のみなさん本当にご苦労様でした。
最終結果は、新年早々に判明します。国内進学コースのみなさんも、共通テス
トに向けて健康管理に留意しながら頑張っていきましょう。

《CASとは？》

Final終了後に行われた
CASの英語プレゼンテー
ションの様子

第29回全国高校女子サッカー選手権大会2年連続出場決定

《広島県予選決勝リーグ》初優勝
準決勝：AICJ 2 vs 1 広島文教
決 勝：AICJ 3 vs 1 山陽

《中国地区予選》準優勝
１回戦：AICJ 2 vs 0 高川
準決勝：AICJ 2 vs 0 鳥取城北
決 勝：AICJ 0 vs 4 作陽

昨年度は、広島県では決勝で敗れ、惜しくも準優勝でしたが、中国地区予選で３位となり、クラブ本格始動１
年目にして全国大会へコマを進めることができました。今年度、新たに15名の新入生を加え、28名で臨んだ
選手権大会において、ついに広島県で初優勝を飾ることができました。中国地区予選においても、決勝まで勝
ち進み善戦しました。保護者の方々をはじめ多くの関係者の方々には、続いてご支援いただき本当にありがと
うございます。来る来年1月の全国大会では、まず1回戦突破を目標に、普段通りのサッカーをしてきてほしい
と思います。無観客の大会が続きますが、全校を挙げて応援しています。

右写真は、360度カメラ、マイ
ク、スピーカーが一体となった
先進の会議室用カメラ
“Meeting OWL（オウル）”
です。今回、初めて使用してみ
ました。自動で話し手を探して
映像と音を拾います。

《5月開催のMeet the world》 《10月開催のオンラインセッション》

IBディプロマコースでは、教科の勉強の他にCOREと呼ばれる領域
があります。それは、「TOK(知の理論)」、「EE(課題論文)」、そ
して「CAS(創造・活動・奉仕)」の３つです。CASはCreativity, 
Activity, Serviceの頭文字を繋げた略称で、IBディプロマ生はIB資
格取得に当たり、C, A, Sに関する取り組みを行うことが求められて
います。また、一定の準備期間を要する「CASプロジェクト」を仲
間と企画し、実行しなければなりません。
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